
町の人口 
（平成13年1月末現在）】 

男 3, 796人】 

女 4, 222 人 

計 8, 018人】 

i 世帯数2, 957戸 

方城町の山肌をうっすら白く染めた雪たちも、 

新しい季節に向かって色を変えてきたようです0 

次に見せる顔はどんな表情になるのでしょうね〇楽しみです0 

4 月からは、いろいろな制度改正や 

新しくできた法律があります。 

『老人保険制度について』  P3 

『家電リサイクル法について』  P4 
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老人保険制度 
70歳になったら● ●●墜挙貨聖違禦や9三え三→ 

石ノM2三原と父‘T句よついー乙gリよつ0 

70歳になった月の翌月から老人医療が適用されます。 
ただし、その月の初日に生まれた方は、その月から 
適用されます。 

⑨ー定の障害（「寝たきり」など）の 

ある方が65歳になったとき、または 

65歳を過ぎて一定の障害のある状態 

になったとき。 

〇他の市区町村へ転出するとき。 

＠他の市区町村から転入してきたとき。 

こんなときは届け出を！ 
⑥同じ市区町村の区域内で住所が変わっ 

たとき。 

⑨加入している医療保険が変わったとき。 

＠生活保護を受けるようになったり、医 

療保険の資格を失ったとき。 

⑥死亡したとき。 

老人医療の利用について 

★交通事故などで病院にかかる 
とき 

交通事故など第三者の行為によっ 
てケガをして病院にかかるときは、 
役場窓口で手続きをすると、老人保 
険で治療を受けることができます。 

★お医者さんにかかるとき 

毎月はじめに病院などの窓口 
ノ＼「保険証」と「健康手帳よ「医 
療受給者証」を必ず提示してく 
ださい。 

あとで払い戻されるもの 

次のような場合、 

医療機関に全額支払いますが 

必要な書類を担当窓口に申請すれ 

ば、老人保健法で決められた基準額 

について、払い戻しが受けられ 

ます。 

届け出に必要なもの 
」J 

●健康手帳 

（医療受給者証） 

●保険証 

●印鑑 

★窓口で支払う一部負担金・標準負担 
額（食事代）について 

〇平成13年1月1日から、医療費の1割 
負担になりました。（上限あり） 

〇非課税世帯等の方は手続きをすると、食 
事代等が減額されます。 

ただし、手続きをした月から減額され 
ます。 

①急病でやむを得ず被保険者証、健康手帳、医療受給者証を持たずに医師にかか 
ったときの医療費。 

②医師が必要だと認めたコルセットなどの治療装具代 
③医師が必要だと認めたマッサージ‘あんま・はりきゅうなどの施術料 
④骨折・ねんざで柔道整復術の施術をうけたときの費用 
（保険の取扱をしている柔道整復師で施術をうけた場合には、医療機関と同様 
に一部負担金で施術がうけられます。） 

⑤輸血をしたときの生血代 
⑥高額医療費の支給について（新たに設けられました） 

平成13年1月1日からの診療分について支給されます。 

属け轟に必要なもの→●医療受給者証●保険証●印かん●受給者本人の郵便局以外の金融機関の振込 

先等（支店、口座番号等がわかるもの） 

【手 続 き】方城町では月末に交付説明会を行っています。 

その時に老人医療受給者と健康手帳を交付します。 

【日時・場所】事前に個人あてに通知します。 

【必要なもの】保険証・印かん 

方城町老人医療費の推移 

総医療費 ー人当たりの医療費 

平成 8年度 8億4296万円 782, 649円 

平成 9年度 8億7081万円 794, 541円 

平成10年度 9億6943万円 861, 718円 
平成1 1年度 9億5498万円 805, 893円 

O 医療費は年々増え続lナています。 

医療費が増えると、 

みんなの負担も増えてしまいます 

方城町の老人医療の年間総医療費は若干の変動は 

あるが、年々増加し、それに伴い一人当たりの医療 

費も近隣町村より高い現状です。この医療費は、み 

なさんの加入している医療保険・国・県そして、方 

城町が負担しています。 

お問い合わせ先 住民課老人医療係 内線143 

j 

特集 障害者プラン推進チーム 災‘、 

ドこ 
  福祉総合計画 

＊基礎計画推進チーム 

＊子育て・子ども支援推進チーム の特集を

＊障畿者プラソ推進チーム. します！
＊高齢者保健医療福祉推進チーム 

障害者プラン推進チームでは、 

毎月第1と第3の木曜日の夜に 

会議をしています！あれこれ 

いろいろな話をしながら話合いを 

進めています！ ! 

平成1 1年に行われた、 

方城町身体障害者実態調査では、外出状況について下のような結果が出てい 

ます。この結果から、身近な地域でたのしくおしゃべりをしたり相談し合え 

るような、気軽につどえる場所が必要ではないかと考えました。 

現在、障害者プラン推進チームでは、 

「障害者が気軽につどえる場所づくり」を 

目指して、共同作業所などへ見学に行ったり、 

アンケート調査の実施を検討しています。 

こ意見やアイデア、また推進チームへのこ 

参加は、保健福祉課（福祉総合計画事務局） 

までこ連絡ください。 

! 

目 標 

障害者が気軽に 

つどえる場所づくり 
ノ 

外出の状況 

外出できなし 

ほとんど外出できなし 

週に2--3回 

月に2--3回 

ほとんど毎日 31.1% 

'1 障害者共同作業所 

Iぞ 
「花の家」に 

滑 見学にいきました！ 

IL （平成12年10月北九州市） 

う～ん、勉強になるなあ。 

お知らせ 3月25日（土）に「たのしい子育てシンポジウム」が開催されますノノ 

（午前9: 00 ～保健福祉センター）作文発表（大人・小、中学生）、子育てのシ 

ンポジウム、「お父さん・お母さん」というテーマの絵画の展示（保育園児・小、 

中学生）など。みなさんのお越しお待ちしてますノ 

3 2 



☆役場住民課衛生係からお知らせ☆ 4月1日から 
ボクたちゴミじゃなくなります！ 

4 月から家電リサイクル法がスタートします 

今年4月1日から廃棄物の減量、資源の有効活用を目的に「家電リサイクル法」 

が施行されることになり、『エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機』の 

家電4品目は家電メー力一等によってリサイクルされることになります。 

不要となった家電4品目は、原則として買い換えをしようとしている店か、その 

製品を購入した店で引き取ってもらいましょう。 

、 

Q 「家電リサイクル法」って、どんな法律なの？ 

A 使用済みの家電製品を上手にリサイクル（再商品化）して、ゴミや資源の 

有効利用、地球環境問題を改善するためにつくられた法律です。 

Q 廃棄する家電製品は、どこに弓は渡せばいいの？ 

A 家電製品を買ったお店か、新しく買い換えるお店が引取に来てくれます。 

過去に家電製品を買った小売業者に連絡すれば、家まで引取に来てくれます。 

（店が廃業したり購入者が引っ越して店が遠方になったりした場合は、お住まいの 

市町村にお問い合わせください。） 

買い換えの場合は、新しい製品を買う店に引取を依頼します。 

Q リサイクルのための費用はどうするの？ 

A 基本的には、消費者が負担することになります。 

消費者が小売業者に支払う収集 運搬料は、それぞれの小売業者で額を定めてい 

ます。小売業者の店頭などで確認してください。消費者が家電メー力ー等に支払 

う再商品化料金（主な家電メー力一が公表した料金）は 薙蔵嵐4」髄吐iミ\\\\' 

逮漣議0ミ良iミ浸波澱2 bミb§良~ミミ糠撚激臓円とされています。この料金 
に引取運搬料と税金が加算されます。 

回製還業者は、二どんな纏をするの？ 
A 部品や原材料に再商品化したり、燃料として利用したりします。 

小売業者から家電メー力ー等に引き渡された廃棄家電製品は、家電メー力ー等の 

再商品化施設で再商品化できる部分とできない部分に分けられ、できる部分は新 

しい製品の部品や原材料、燃料などの熱源として再利用されます。 
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●これまでの老齢厚生年金 

Y60歳から支給 

報酬比例部分 

V 65歳から支給 

■老齢厚生年金の支給開始年齢 

老齢厚生年金 

老齢基礎年金 

生年月日 
定額部分の 
支給開始年齢 

男性 昭和16年4月2日～昭和18年4月1日 
女性 昭和21年4月2日～昭和23年4月1日 

6 1歳 
6 1歳 

男性 昭和18年4月2日～昭和20年4月1日 
女性 昭和23年4月2日～昭和25年4月1日 

62歳 
62歳 

男性 昭和20年4月2日～昭和22年4月1日 
女性 昭和25年4月2日～昭和27年4月1日 

63歳 
63歳 

男性 昭和22年4月2日～昭和24年4月1日 
女性 昭和27年4月2日～昭和29年4月1日 

64歳 
64歳 

※これ以降に生まれた人は「報酬比例部分」のみが60歳から 
支給されます。 
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お問い合わせ先 住民課年金係 内線141 お問い合わせ先 住民課衛生係 内線146 
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